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慢性期における脳卒中を含む循環器病診療の質の評価に関する研究 
 

研究分担者 坂田 泰史（大阪大学大学院医学系研究科・教授） 

 
Ａ．研究目的 

急性心筋梗塞をはじめとする虚血性心疾患

および急性大動脈解離をはじめとする大動

脈疾患は、重篤で致死的となりうる死亡率

の高い疾患であり、国民保健上非常に重要

な疾患である。様々な医療の進歩により、

急性心筋梗塞の院内死亡率については10％

以下にまで低下するなどの成果が得られて

いるが、一方で急性心筋梗塞の年齢調整死

亡率には地域差が存在していることから、

高度な専門医療が国民全体に適切に供給さ

れているのかどうかは疑問である。また、

急性大動脈解離に関しては依然予後不良で

あり、大動脈疾患に対する外科的手術が常

に緊急で行える体制の整備が重要と考えら

れるが、現状はそのような状況にはない。

上記疾患の診療提供体制の現状と課題を明

らかにし、適切な診療提供体制の構築を進

めることが重要である。 

本研究は、上記のような状況を踏まえて、

日本循環器学会の全面的な協力のもと、虚

血性心疾患・大動脈疾患の医療体制の整備

のため、既存のデータを活用し、診療実態

把握ならびに医療体制整備方策検討のため

の指標の構築を目的とするものである。既

存のデータベースとして、循環器疾患診療

実態調査：The Japanese Registry Of All 

cardiac and vascular Diseases (JROAD)、

JROAD-DPCを用いることとした。 

 

Ｂ．研究方法 

① データベース 

日本循環器学会が2004年から実施している

循環器疾患実態調査（JROAD）、2014年

より進めているJROAD-DPC、および東京

都CCUネットワークのデータを活用する。 

② 診療体制検討のための指標項目の

検討 

厚生労働省に設置されている「脳卒中、心

臓病その他の循環器病に係る診療提供体制
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定した指標項目について、JROAD および JROAD-DPC からデータ収集および都

道府県別の解析をおこない、地域差について検討するとともに、虚血性心疾患の

予後と各指標の相関についても検討し、診療体制構築の検討に有用と考えられる

指標の抽出を図った。 
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の在り方に関する検討会」および「心血管

疾患に係るワーキンググループ」の議論の

動向を踏まえて、診療体制検討のために収

集すべき指標項目を研究班内で検討する。 

③ データ収集ならびに予後との関連

の検討 

上記、①、②で得られた各指標が予後にど

のように関連するのかを明らかにするため、

各指標と急性冠症候群(ACS)によるリスク

調整院内死亡率とのPearsonの相関係数を

求めることにより相関を検討した。また、

都道府県により人口、面積が大きく異なる

ため、各指標を各都道府県の人口および面

積で補正した指標も作成し、上記のACSリ

スク調整院内死亡率との相関を検討した。 

 

（倫理面への配慮） 

本研究は、既存のデータベースを用いてお

こなう研究であり、書面でのインフォーム

ド・コンセントは必要としない。データ収

集に当たっては、人を対象とする医学系研

究に関する倫理指針に則って審査を受け、

実施研究機関の長の承認を得ておこなう。

な お 、 既 存 の デ ー タ ベ ー ス で あ る

JROAD/JROAD-DPCについては、循環器

疾 患 診 療 実 態 調 査 ホ ー ム ペ ー ジ

（http://jroadinfo.ncvc.go.jp/）において、

調査内容について公開し、調査への異議を

受け付けている。また、収集するデータに

は個人情報は含まれず、個人情報保護上の

問題点もない。 

 

Ｃ．研究結果 

① 指標項目の策定ならびに JROAD, 

JROAD-DPCからの指標データの抽出 

昨年度までに、循環器疾患・糖尿病等生活

習慣病対策総合研究事業「既存データベー

スの活用による虚血性心疾患・大動脈疾患

診療の実態把握ならびに医療体制構築に向

けた指標の確立のための研究」において、

既存のデータベースである循環器疾患実態

調査（JROAD）、2014年より進めている

JROAD-DPCおよび東京都CCUネットワ

ークの状況について情報共有を行い、厚生

労働省に設置された「脳卒中、心臓病その

他の循環器病に係る診療提供体制の在り方

に関する検討会」および「心血管疾患に係

るワーキンググループ」の議論の動向を踏

まえて、診療体制検討のために収集すべき

指標項目について、上記の既存データベー

スからの収集可能性も念頭におきつつ検討

し、指標項目を決定した。その指標項目に

関して、データ収集のための倫理審査を行

ったのちに、JROADならびにJROAD-DPC

からのデータ収集をおこない、都道府県別

のデータとして収集、解析をおこなった。

なお、救急に関する指標については「平成

27年度救急と救助の現況（消防庁）」から

抽出した。 

大まかな傾向として、ストラクチャー指標

やプロセス指標は、いずれの指標において

も事前の予測通り、大きな都道府県差があ

ることが分かった。またアウトカム指標に

も大きな都道府県差が存在した。一方で、

各都道府県の人口もしくは面積で補正して

検討したところ、面積で補正した場合は依

然大きな都道府県差が認められたが、人口

で補正するとその差は比較的小さくなって

いた。しかし、アウトカムに寄与するスト

ラクチャー指標およびプロセス指標を同定

することは困難であった。 
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② アウトカムに影響を及ぼすストラクチ

ャー指標、プロセス指標の検討 

虚血性心疾患および大動脈疾患の適切な診

療体制を構築するにあたっては、各疾患の

予後を最善とする体制を構築することが望

ましいと考えられる。そこで、上記①にて

抽出したストラクチャー指標およびプロセ

ス指標とアウトカム指標との相関を検討し

た。結果、いくつかのストラクチャー指標

およびプロセス指標とアウトカムの間に統

計学的に有意な相関が認められ、これらの

指標がアウトカム改善に重要な意味を持ち

うる要素であることが示唆された。 

 

D．考察 

虚血性心疾患および大動脈疾患の診療状況

を反映する各指標には、都道府県間で大き

な差があることが判明した。特に、都市部

と非都市部の間では大きな地域差が存在し

ており、適切な診療提供体制を考える際に

は、その点についても十分に考慮しつつ検

討を進める必要があると考えられた。また、

いくつかのストラクチャー指標、プロセス

指標において、アウトカム指標の一つであ

る急性冠症候群リスク調整院内死亡率と統

計学的に有意な相関が認められた。今後は、

さらに他のアウトカムと相関する指標を同

定するとともに、各指標を用いた予後予測

モデルを作成し、そのモデルを用いて適切

な診療体制構築に必要なことを検討する。 

 

E．結論 

虚血性心疾患および大動脈疾患に対する診

療体制を把握し今後の体制構築に資する指

標項目を検討し、ストラクチャーならびに

プロセスに関して、大きな都道府県間の差

を認めた。今後は、これらの指標データを

よく検討し、今後の診療体制構築に活用す

ることが望まれる。 
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Kojima T, Dohi T, Nakagawa A, 

Kitamura T, Suna S, Nakatani 

D, Sakata Y 

The 82th Annual Scientific 

Meeting of Japanese Circulation 

Society (Osaka, Japan, Mar 

23-25, 2018)Clinical prognostic 
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membrane oxygenation therapy 

for acute myocardial infarction. 

2. （口述）Suna S, Hikoso S, Kojima 

T, Nakatani D, Dohi T, Sera F, 
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Yasumura Y, Uematsu M, 
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